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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～17-1 物理及び化学～ 















    

         
 

 
 

 

   

 
   

  

                           

 

 

 

  

            

     

 

      

 

 

 

 

 

 

 



         
 

 

   

                           

 

 

 

  

 



         
 

 

   

                           

 

 

 

 

                       

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～17-2 地球物理及び地球化学～ 









選択科目       地球物理及び地球化学 

技術士第二次試験 APEC-semi 答案用紙 

 

 
 

  

技術部門         応用理学 部門 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－２   

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

（ 1 ） S N S  を 用 い た 情 報 発 信 、 情 報 収 集 業 務 の 提 案 と

そ の 概 要  

地 震 、 大 雨 に よ る 堤 防 決 壊 な ど の 災 害 発 生 時 に 国 、

自 治 体 で は 、 上 空 か ら の 垂 直 写 真 、 斜 め 写 真 に よ る 緊

急 撮 影 な ど に て 、 現 地 の 状 態 を 発 信 し 、 災 害 の 現 状 把

握 と 、 関 係 機 関 が 行 う 救 助 、 災 害 復 旧 へ の 対 応 に 利 活

用 し て い る 。 た だ し 、 天 候 障 害 な ど に て 撮 影 が 進 ま な

い 、 ま た 正 確 な 状 態 が 把 握 で き な い ケ ー ス が 往 々 に し

て あ る 。 こ の よ う に 、 国 、 自 治 体 な ど か ら の 発 信 で は

情 報 に タ イ ム ラ グ が 発 生 す る ケ ー ス が あ り 、 現 地 の リ

ア ル タ イ ム 情 報 を 迅 速 に 取 得 す る 方 法 と し て 、 上 記 の

撮 影 写 真 と 組 み 合 わ せ と し て 、 報 道 か ら の 情 報 を 利 用

す る こ と が 出 来 る と 考 え る 。 ま た 、 災 害 に よ り 現 地 に

到 達 で き な い 場 合 な ど 、 更 な る 迅 速 な 情 報 と し て 、 民

間 か ら S N S  を 通 し て の 現 地 の リ ア ル タ イ ム な 情 報 を 、

現 地 地 上 か ら 画 像 と 共 に 詳 細 な 位 置 座 標 が 付 与 さ れ た

状 態 で 発 信 で き れ ば 、 そ の 後 の 救 助 や 被 害 を 最 小 限 に

食 い 止 め る 非 常 に 重 要 な 要 素 と な り 得 る 。  

一 方 で 課 題 と し て 、 不 特 定 多 数 か ら の 情 報 が 、 画 像

と し て の 撮 影 箇 所 が 正 し い 箇 所 で あ る か 、 撮 影 し た 時

間 帯 は 正 確 な い 時 間 帯 で あ る か な ど 、 虚 偽 の 情 報 で は

な い 、 信 ぴ ょ う 性 が 高 い 、 正 し い 情 報 で あ る と の 判 断

が 必 要 と な る 。 ま た 、 状 況 に よ っ て は 、 情 報 が 膨 大 と

な る 可 能 性 が あ り 、 情 報 の 取 捨 選 択 が 必 要 と な る 。 時

系 列 に つ い て も 、 十 分 整 理 が 必 要 と な る 。  



令和 年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

ま た 、 位 置 情 報 に つ い て は 、 ス マ ー ト フ ォ ン に 付 属

す る 位 置 情 報 は 近 年 高 精 度 に 位 置 デ ー タ を 取 得 で き る

よ う に な っ て き た が 、 条 件 に よ っ て は 、 大 き く 誤 差 が

生 じ る こ と が あ る 。 ま た 、 屋 内 な ど 天 空 が 開 け て い な

い 場 所 で は G N S S  が 取 得 で き ず 、 位 置 情 報 の 正 確 性 に

影 響 が 及 ぶ 。  

ま た 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 環 境 を 保 有 し て い な い 国 民 に

お い て は 、 こ の 情 報 の 恩 恵 を 得 ら れ な い こ と と な る 。  

 

（ 2 ） 抽 出 し た 課 題 の う ち 、 最 も 重 要 と 考 え る 課 題  

い く つ か あ る 課 題 の う ち 、 情 報 の 信 ぴ ょ う 性 が 最 も

重 要 な 課 題 で あ る と 考 え る 。 匿 名 性 が あ る 民 間 の S N S  

か ら の 情 報 を 利 用 す る 場 合 、 性 善 説 に よ る 情 報 利 用 と

す る こ と に な り 、 情 報 が 万 が 一 虚 偽 で あ っ た 場 合 に 非

常 に リ ス ク を 伴 う こ と と な る 。 誤 っ た 情 報 に よ り 、 救

助 、 災 害 対 応 に 混 乱 が 起 こ る こ と が 十 分 想 定 さ れ る 。

ま た 、 位 置 座 標 の 信 ぴ ょ う 性 と し て も 、 情 報 を 発 信 す

る 一 般 人 が 、 自 ら は 位 置 情 報 が 正 し い と 思 い 発 信 す る

が 、 実 は 大 き く 位 置 が ず れ て い る こ と が あ っ て も 、 把

握 出 来 な い 可 能 性 が 高 い 。  

民 間 の S N S  か ら の 情 報 収 集 は 、 リ ア ル タ イ ム に 現

状 の 情 報 を 取 得 で き る が 、 匿 名 性 が あ り 、 本 当 に そ の

情 報 が 正 確 な も の で あ る か 、 利 用 す る 側 が 見 極 め る 必

要 が あ る 。 迅 速 な 情 報 入 手 と 正 確 な 情 報 入 手 は ト レ ー

ド オ フ の 関 係 性 に あ る 。  



令和 年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

解 決 策 と し て 、 匿 名 性 の あ る 情 報 発 信 の 方 法 で は な

く 、 発 信 者 が 責 任 を 持 っ て 情 報 投 稿 で き る 仕 組 み づ く

り 、 ま た 位 置 情 報 に つ い て も 、 投 稿 の 際 に 確 認 点 検 を

行 え る よ う な 機 能 を も っ た 仕 組 み の 投 稿 サ イ ト の 構 築

が 必 要 と 考 え る 。 画 像 に お い て も 加 工 し 捏 造 さ れ て い

な い か な ど の チ ェ ッ ク を 行 え る 機 能 も 必 要 に な る と 思

わ れ る 。  

そ の サ イ ト に 投 稿 す る こ と で 、 情 報 が 客 観 的 で 信 ぴ

ょ う 性 の あ る 情 報 と な る 。  

 

（ 3 ） 解 決 策 に 対 し て の 新 た な リ ス ク と そ の 対 策  

登 録 制 で 且 つ 、 国 、 自 治 体 が 指 定 し た 投 稿 サ イ ト な

ど を 構 築 し 運 用 す る 場 合 、 せ っ か く の リ ア ル タ イ ム な

情 報 を 一 般 人 が 即 座 に 発 信 し よ う と し た 場 合 に お い て 、

こ の サ イ ト に 登 録 を お こ な っ て い な い と 情 報 公 開 さ れ

な い こ と と な る 。 匿 名 性 の あ る 民 間 S N S  と 比 較 し 、

情 報 の 即 時 性 が 薄 く な る 可 能 性 が あ る 。  

そ れ へ の 対 応 と し て 、 コ ロ ナ ウ イ ル ス 接 触 確 認 ア プ

リ の よ う に 、 政 府 が 推 進 し 広 く 周 知 さ せ 、 即 座 に 利 用

で き る 環 境 を 整 備 す る こ と が 必 要 で あ る と 考 え る 。  

こ れ か ら も 、 多 く の 情 報 が 世 の 中 に 拡 散 さ れ る が 、

一 人 ひ と り が 、 情 報 を 安 全 に 正 し く 活 用 す る 能 力 を 磨

く 必 要 が あ る 。  

※ 記 憶 が 遠 く な っ て お り 、 こ の よ う な こ と を 記 載 し た

よ う に 思 わ れ ま す 。 宜 し く お 願 い 致 し ま す 。  



 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～17-3 地質～ 

























選択科目          地質 

技術士第二次試験 APEC-semi 答案用紙 

 

 
 

  

技術部門         応用理学 部門 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－２   

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

「 防 災 意 識 社 会 へ の 転 換 」 に 災 害 事 象 と し て 「 豪 雨 土

砂 災 害 」 を 挙 げ て 、 以 下 に 対 応 策 へ の 提 案 を 述 べ る 。  

( 1 ) 豪 雨 土 砂 災 害 の 課 題  

① 再 発 の 防 止  

過 去 に 豪 雨 土 砂 災 害 に よ っ て 甚 大 な 被 害 に あ っ た 地

域 で は 、 再 度 の 災 害 発 生 に よ り 復 興 が 妨 げ ら れ る こ と

に よ り 、 住 民 生 活 や 経 済 に 致 命 的 な 影 響 を 及 ぼ す 可 能

性 が 高 い 。 こ れ ら の 地 域 に つ い て は 、 行 政 、 企 業 、 住

民 が 一 体 と な っ て 短 期 集 中 的 に 防 災 ・ 減 災 へ の 施 策 を

実 施 す る こ と が 課 題 と し て 挙 げ ら れ て い る 。  

② ハ ザ ー ド マ ッ プ の 有 効 活 用  

近 年 の 地 球 温 暖 化 等 に よ る 気 候 変 動 の 影 響 を 受 け 、

豪 雨 土 砂 災 害 は 激 甚 化 す る こ と が 予 想 さ れ る 。 想 定 を

上 回 る 災 害 に 対 応 す る た め に は 、 こ れ ま で の ハ ー ド を

主 体 と し た 施 策 で は 限 界 が あ る 。 最 も 重 要 な 国 民 の 命

を 守 る た め に は 、 早 期 避 難 や 避 難 経 路 の 確 保 、 災 害 発

生 時 の 緊 急 対 応 体 制 の 構 築 が 必 要 で あ り 、 ハ ザ ー ド マ

ッ プ の よ う な ソ フ ト 対 策 と ハ ー ド 対 策 を 一 体 化 し た 防

災 ・ 減 災 へ の 施 策 が ま す ま す 重 要 に な っ て き て い る 。  

③ 防 災 施 設 の 老 朽 化  

我 が 国 で は 高 度 成 長 期 以 降 に 多 く の 防 災 施 設 が 建 設

さ れ お り 、 今 後 は 建 設 か ら 5 0 年 を 超 え る 防 災 施 設 が

加 速 度 的 に 増 え る こ と に な る 。 こ れ ら の 防 災 施 設 が 今

後 も 十 分 な 防 災 機 能 を 果 た す た め に は 、 適 切 な 維 持 管

理 と 更 新 が 重 要 な 課 題 と し て 挙 げ ら れ て い る 。  



令和 年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

( 2 ) ハ ザ ー ド マ ッ プ の 有 効 活 用  

最 も 重 要 な 課 題 と し て 「 ハ ザ ー ド マ ッ プ の 有 効 活

用 」 を 挙 げ て 以 下 に 解 決 策 を 挙 げ る 。  

① ハ ザ ー ド マ ッ プ の 更 新 と 普 及  

我 が 国 で は ハ ザ ー ド マ ッ プ の 作 成 は ほ ぼ 完 了 し て い

る が 、 激 甚 化 す る 自 然 災 害 に 備 え て 、 想 定 す る 災 害 の

規 模 を 修 正 す る な ど の 更 新 が 必 要 で あ る 。 さ ら に 、 ハ

ザ ー ド マ ッ プ が 存 在 し て も 、 内 容 が 複 雑 な た め 利 用 の

方 法 が 良 く 理 解 で な い な ど の 声 も 聞 か れ る た め 、 わ か

り や す い ハ ザ ー ド マ ッ プ の 作 成 も 必 要 で あ る 。  

② 住 民 に 対 す る 情 報 発 信  

ホ ー ム ペ ー ジ や 防 災 ア プ リ 、 S N S 、 早 期 警 戒 シ ス テ

ム な ど と ハ ザ ー ド マ ッ プ を 組 み 合 わ せ て 情 報 を 発 信 す

る こ と で 、 災 害 発 生 時 の 住 民 の 主 体 的 な 避 難 を よ り 促

進 す る こ と が 可 能 と な る 。  

③ ハ ザ ー ド マ ッ プ 利 用 し た 防 災 教 育 の 推 進  

学 校 や 市 民 講 演 会 な ど で ハ ザ ー ド マ ッ プ を 教 材 と し

た 防 災 教 育 を 実 施 す る こ と で 、 土 砂 災 害 危 険 箇 所 や 避

難 経 路 に つ い て 周 知 徹 底 す る 。 こ れ に よ り 住 民 の 防 災

意 識 が 向 上 し 、 防 災 ・ 減 災 へ と 繋 げ る こ と が で き る 。  

④ ハ ザ ー ド マ ッ プ の 高 精 度 化  

ハ ザ ー ド マ ッ プ 上 に 土 砂 災 害 が 発 生 し や す い 地 質 構

造 や 土 壌 な ど の 地 盤 情 報 を 記 載 し ハ ザ ー ド マ ッ プ を 高

精 度 化 す る 。 さ ら に 降 雨 量 な ど の 気 象 情 報 と 組 み わ せ

る こ と で 、 よ り 防 災 ・ 減 災 へ の 効 果 が 期 待 で き る 。  



令和 年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

( 3 ) 解 決 策 を 実 行 し た 上 で も 残 る リ ス ク と 対 応 策  

① ハ ザ ー ド マ ッ プ の 警 戒 区 域 指 定 に よ る 土 地 価 格 下 落  

ハ ザ ー ド マ ッ プ で 警 戒 区 域 指 定 さ れ た 場 合 、 そ の 土

地 の 価 格 が 下 落 す る 可 能 性 が あ る 。 こ れ は 土 地 の 所 有

者 に と っ て は 大 き な 問 題 で あ る が 、 地 域 の 住 民 に と っ

て 安 全 ・ 安 心 が 最 優 先 事 項 で あ る こ と 、 さ ら に 自 然 災

害 の リ ス ク を 考 慮 し た 価 格 が 本 来 の 土 地 の 価 値 で あ る

こ と 等 に つ い て 分 か り 易 く 説 明 し 、 理 解 を 得 る こ と が

必 要 と な る 。  

② 風 評 被 害 の 発 生  

警 戒 区 域 を 載 せ た ハ ザ ー ド マ ッ プ を 公 開 す る こ と

で 、 そ の 土 地 へ の 風 評 被 害 が 発 生 す る リ ス ク が 懸 念 さ

れ る 。 学 校 教 育 や 住 民 説 明 会 を 通 し て 、 住 民 に 対 し て

ハ ザ ー ド マ ッ プ の 内 容 を 正 し く 説 明 し 、 そ の 土 地 の 対

す る 風 評 被 害 を 軽 減 す る こ と が 重 要 と な る 。  

③ 技 術 の 継 承  

ハ ザ ー ド マ ッ プ を 更 新 し 持 続 的 に 活 用 す る た め に

は 、 土 砂 災 害 や 防 災 教 育 の 知 識 ・ 技 能 を 有 す る 技 術 者

が 必 要 で あ る 。 こ の た め に は 、 正 し い 手 順 を 示 し た マ

ニ ュ ア ル の 作 成 や 、 そ れ ら を 活 用 し た 研 修 ・ 資 格 の 制

度 の 充 実 化 を 図 り 、 技 術 を 継 承 す る こ と 検 討 し た い 。  

こ の よ う に ハ ザ ー ド マ ッ プ は 、 正 し く 活 用 す す れ ば 、

自 然 災 害 へ に 対 す る 非 常 に 効 果 的 な 施 策 と 言 え る 。 一

方 で 普 及 と 促 進 の た め に は 、 行 政 ・ 企 業 ・ 住 民 が 一 体

と な っ た 一 層 の 取 り 組 み が 必 要 に な っ て く る 。  以 上  
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